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　文献データベース （Scopus, PubMed, Cochrane Library; 2018年5月2日まで） にて、以
下の検索ワード “schizophrenia” AND （“folate” OR “folic acid” OR “vitamin B9”） AND 
（“randomized” OR “random” OR “randomly”） を用いて文献検索を行った。主要評価項目
は全症状評価尺度得点の変化量とした。副次評価項目は陰性症状評価尺度得点、Positive 





　文献検索の結果、10本のRCTs （n = 925） を同定し、7本のRCTs （n = 789） をメタ解析
に包括した。全症状評価尺度得点 [N = 7, n = 340, standardized mean difference （SMD） 
= -0.20, 95% confidence interval （95% CI） = -0.41, 0.02, p = 0.08, I2 = 0%]、PANSS陽性尺
度得点、PANSS総合精神病理尺度得点、カルガリー統合失調症用抑うつ評価尺度得点の
変化量に関して、葉酸治療群とプラセボ治療群との間に有意差を認めなかった。一方で、
葉酸治療群はプラセボ治療群より陰性症状評価尺度得点を有意に減少させた （N = 5, n = 
281, SMD = -0.25, 95％ CI = -0.49, -0.01, p = 0.04, I2 = 0％）。葉酸治療群はプラセボ治療群
より重篤な有害事象の発生率が有意に低かった （N = 4, n = 241, risk ratio = 0.32, 95% CI 
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